
深川探訪
門前仲町駅から両国駅まで歩くコースです



富岡八幡宮アプローチの大鳥居



どう見ても「明神鳥居」型だが扁額を持つ





建久年間に源頼朝が勧請した富岡八幡宮（横浜市金沢区富岡）の直系分社である。深川八幡とも。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%8C%E5%B2%A1%E5%85%AB%E5%B9%A1%E5%AE%AE_(%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%B8%82)


本殿

（この建物の後ろに御神木があり、本殿はなく、この建物は拝殿なのかもしれません）



創建380年の江戸最大の八幡宮とのこと

１６２７（寛永４）年に創建されたが昭和20年（1945年）3月10日の東京大空襲により焼失。現在の建物はＲＣ造である。



屋根は錣葺のようである





　　　　現代建築風の斗栱となっている







伊能忠敬の銅像

伊能忠敬は、当時深川界隈に住居を構え、測量の旅に出かける際は、安全祈願のために、富岡八幡宮に必ず参拝に来ていたことから、
当八幡宮の境内に銅像が建立された。





大関力士碑





神輿庫

もう少し全体の調和を旨としたデザインを考えてもらいたい



　　　手水舎



　　　　資料館



もう少し社寺風のデザインにしてほしい（中途半端）



横綱力士碑







今回の東日本大震災の影響である



深川不動堂（不動尊）

成田山新勝寺の東京別院とされていることより「成田山」の名が付く



正面は自動車祈祷殿

ホームページ

http://www.fukagawafudou.gr.jp/

http://www.fukagawafudou.gr.jp/shoukai.htm

http://www.fukagawafudou.gr.jp/
http://www.fukagawafudou.gr.jp/shoukai.htm


本堂/木造

元禄16年（1703年）創建



昭和２６年に当時千葉県印旛沼のほとりに建っていた龍腹寺（１８６２年・文久２年建立）を深川に移築して本堂が復興したが、

この時の建物が現在の本堂になっている。





後方が内仏殿

内仏殿は清水建設の施工



左手にはパチンコ屋？



これは新本堂とのこと。設計は「一級建築士事務所　玉置アトリエ」とか。


「成田山東京別院深川不動堂開創310年記念事業新本堂建立工事」の看板がある



　　　　深川開運出世稲荷









内仏殿





歩いていると、こんなのもありました（どなたの設計かは分かりませんが）



いやー、色々ありますね



正面の建物は深川江戸資料館



清澄庭園

もと紀伊國屋文左衛門の屋敷で岩崎家が改修したものとのこと





芭蕉稲荷神社







回向院アプローチ（円筒形の門の屋根）

明暦の大火（1657年）の犠牲者供養のために建立されたという



申し訳程度に屋上に塔状の建物がのる



歴代年寄り慰霊のための力塚

国技館ができるまで境内で相撲の興行が行なわれていたとのこと





これは犬猫などペットの供養塔とか



本所松坂町公園（吉良邸跡）



赤穂義士遺蹟



首洗い井戸










